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15 周年を迎えて 

15 周年おめでとうございます。種をまかれた先駆者をはじめ、会員皆様のご支援あればこその 

クラブです。次の 20 年に向けて、いきいきと生活できるクラブであることを願っています。 
会長 有賀俊一 

 

いつまでも健幸（健康で幸福）でいるためには、スポーツや趣味活動など、地域のグループ活動に 
参加し、さらにその活動の中で、役割を担うことが重要です。CCT がより発展し、持続可能なクラブ 

になるためには、「みんなで創る・支える」をモットーにしましょう！ One For All、All For One 
（会員は CCT のためにボランティア・スピリッツ、CCT は会員一人一人を尊重）の精神が大切です。 

初代会長 片山健二 
 

総合型クラブに初めて会ったのは、ドイツ・イギリスの研修旅行でした。下関に来て東亜大学の協力 
が得られ、先生方や学生さん、事務局の八代美代子（＊）たちの協力に、地域の人々が仲間を呼んで 

加わり、やっとこのクラブがスタートしました。今、「触れ合いとつながりを大切にする心」がこのク
ラブの成長を支えています。（＊初代事務局長で、発足時の最功労者）   クラブ設立発起人 八代勉 

    

 

                                                               

クラブの設立目的 

八代勉先生（元東亜大学教授）の発議により、１年間の

設立準備期間を経て、下記目的を達成するために当クラブ

が設立された。 

本クラブは、東亜大学及び下関地域が有す

る物的・人的資源を活用し、下関市の地域住

民が自発的にスポーツや文化、芸術活動に親

しみ自己実現並びに健康増進活動を行うとと

もに、会員相互の交流を図り、明るく豊かな生

活に資することを目的とする。  

事業内容 

・東亜大学及びその他の施設を利用した定期的  
 なスポーツ・文化・芸術活動の開催  

・年間計画に基づき、各種講座、競技会、 

展示会等開催  

・会員相互の交流を図るための社会的行事の 

開催  

・会員の健康・体力増進を図る各種行事の開催  

・地域に資するボランティア活動・その他、本会の 

目的を達成するために必要な行事を行う。 

一人２役３役 

年史
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会 長 片山健二（初代 2005～）、有賀俊一（２代 2011～） 

副 会 長 
有賀俊一(初代)、森田省三(2 代)、二川 忠・原田京子(３代)、原田京子・松崎忠男(４代)、 

桂 淳治・六信美千代(5 代) 

監 事 
二川 忠（初代）、二川 忠・六信美千代（２代）、六信美千代・三木真一（３代）、 

三木真一・木本美代子（４代）、木本美代子・新谷廣二（5 代） 

事 務 局 
業務全般（入退会、会費徴収等）

各種団体行政機関との交流窓口 

八代美代子（初代）、有賀俊一（2 代）、 

濱野利洋（３代）、濵岡信彦（４代）、梶田重樹（5 代） 

指導者部会 指導者の研修や交流など 八代 勉（初代）、片山健二（２代）、福田達也（３代） 

文化芸術部会 
文化芸術関係のクラブや教室の

活動推進や支援 

佐野之人（初代）、森田省三（２代）、寄田悦夫(３代)、 

室澤まち子(４代)  

ふれあい部会 
会員相互の交流の企画、日帰り

旅行や活動発表会の開催 

林 隆也（初代）、長谷川勝子（２代）、 

六信美千代（３代）、原田京子（４代）、 

白井寛子（5 代）、桂 淳治(６代) 

スポーツ部会 
スポーツ関係のクラブの活動 

推進や支援 

桂川保彦（初代）、菅田建次（２代）、川辺 寿(３代)、谷本 浩

（４代） 

広 報 部 会 
瓦版やホームページの作成など

の広報活動 

天野和彦（初代）、有賀俊一（２代）、木坂 博(３代)、 

松下 博（４代）、藤原信男（5 代）、森田省三(６代)、 

寄田悦夫（７代） 

や⇒→ 

ふれあい
部会

指導者
部会

文化・芸術
部会

広報部会

スポーツ

部会

総会 

年１回 

運営委員会 
1回/月 

CCT の母体

事務局 

各種団体 

・下関市リクレーション協会 

・下関市身障者スポーツ 

センターetc 

etc 

教育機関 
・東亜大学 

・勝山中学校 

・勝山小学校 

・一の宮小学校 

・勝山文化振興会 etc 

行政機関 
・山口県スポーツ推進課 

・下関市スポーツ推進課 

・山口県体育協会 

・山口県・下関市総合型地域 

スポーツクラブ連絡協議会 

 

総会 

年１回 

クラブ組織


